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大
切
な
思
い
出
を
飾
っ
て
可
愛
い
世
界
で
一
つ
の
ア
ー
ト
に

　

色
鮮
や
か
な
パ
ス
テ
ル
画
に
は
可
愛
ら
し
い
仔
馬
、
そ
の
尻
尾
に

付
け
ら
れ
た
フ
サ
フ
サ
は
・
・
・
？
正
解
は
初
め
て
切
っ
た
赤
ち
ゃ

ん
の
毛
。
こ
れ
は
『
フ
ァ
ー
ス
ト
カ
ッ
ト
ア
ー
ト
』
と
呼
ば
れ
、
他

に
も
手
形
や
足
形
で
ゾ
ウ
や
キ
リ
ン
な
ど
色
々
な
物
に
見
立
て
た
ア

ー
ト
を
手
掛
け
る
の
は
、
今
月
の
表
紙 

ア
ト
リ
エ
ｓ
ｏ
ｒ
ａ
ｒ
ｉ
代

表
の
和
田
佳
代
子
さ
ん
で
す
。
加
古
川
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

に
登
録
さ
れ
、
受
け
取
っ
た
方
か
ら
は
「
世
界
に
一
つ
の
記
念
品
」

と
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

和
田
さ
ん
が
第
２
子
を
出
産
し
た
時
「
我
が
子
の
成
長
記
録
を
、

何
か
可
愛
い
も
の
で
残
せ
な
い
か
」
と
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、元
々

パ
ス
テ
ル
教
室
に
通
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
手
形
ア
ー
ト
を
思
い
つ
き

ま
す
。
そ
こ
か
ら
足
形
、
髪
の
毛
と
、
成
長
の
形
を
パ
ス
テ
ル
ア
ー

ト
と
し
て
残
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
手
形
ア
ー
ト
が
広
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
頃
で
も
あ
り
、

和
田
さ
ん
は
広
く
こ
れ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
「
ア
ト
リ
エ
ｓ
ｏ
ｒ
ａ

ｒ
ｉ
」
を
２
０
１
６
年
に
開
業
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
河
本
希
望
さ
ん

と
と
も
に
創
作
活
動
の
傍
ら
教
室
を
開
い
た
り
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
、

最
近
で
は
講
師
養
成
の
講
座
も
開
い
て
い
ま
す
。「
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト

は
紙
の
上
に
撒
い
た
パ
ウ
ダ
ー
状
の
パ
ス
テ
ル
を
指
で
ク
ル
ク
ル
と

回
し
て
色
付
け
し
て
い
き
ま
す
。
パ
ウ
ダ
ー
の
量
・
指
の
力
の
入
れ

具
合
・
混
ぜ
方
な
ど
で
違
っ
た
色
が
出
せ
、
紙
を
ク
ル
ク
ル
す
る
だ

け
で
な
ん
だ
か
心
が
癒
さ
れ
る
ん
で
す
。
子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
も

ほ
っ
と
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
す
。
短
時
間
で
出
来
上
が
る
の
も

こ
の
ア
ー
ト
の
魅
力
の
一
つ
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
ペ
ッ
ト
の
足
形
や
毛
、
羽
な
ど
を
使
っ
た
ア
ー

ト
も
始
め
ま
し
た
。「『
メ
モ
リ
ア
ル
カ
ッ
ト
ア
ー
ト
』
や
『
ペ
ッ
ト

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
』
で
す
。
思
い
出
を
残
し
た
い
と
思
う
の
は
人
も

動
物
も
同
じ
で
す
。
ま
た
家
族
同
然
の
ペ
ッ
ト
を
亡
く
し
〝
ペ
ッ
ト

ロ
ス
〞
で
ひ
ど
く
落
ち
込
む
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
私
達
考
案
の

ア
ー
ト
が
、
心
穏
や
か
に
毎
日
を
過
ご
す
一
助
に
な
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
た
ん
で
す
』
と
言
い
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
加
古
川
市
と
当
所

が
昨
年
度
実
施
し
た
『
2
0
2
2
年
度
女
性
が
輝
く
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
』
で
最
終
審
査
ま
で
残
り
、
惜
し
く
も
グ
ラ
ン
プ
リ

は
逃
し
ま
し
た
が
、
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
容
に
は
大
き
な

共
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

和
田
さ
ん
は
「
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
に
限
ら
ず
、
長
寿
祝
い
や
ペ
ッ
ト

サ
ロ
ン
な
ど
の
飾
り
用
に
も
使
え
ま
す
。
仕
上
が
り
を
考
え
る
時
の

ワ
ク
ワ
ク
感
と
、
描
い
て
い
る
時
の
楽
し
さ
な
ど
を
、
ぜ
ひ
ご
自
身

で
描
き
な
が
ら
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん

な
事
情
で
描
き
に
く
る
こ
と
が
難
し
い
方
や
絵
を
ぜ
ひ
か
い
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
方
向
け
に
、
講
師
達
が
描
く
オ
ー
ダ
ー
ア
ー
ト
も
承

っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
の
魅
力
と
わ
く
わ
く
を
多
く
の
人
に
こ
れ
か

ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
今
後
は
幼
稚
園
な
ど
へ
の
出
張

教
室
な
ど
も
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
初
心
者
で
も
簡
単
」
と
の
こ
と
。
ま
ず
は
自
分
の
〝
手
〞
か
ら
始

め
て
み
て
は
？

今月の表紙
『アトリエｓｏｒａｒｉ』

事業所データ
◆代表者
　代表　和田　佳代子
◆所在地　
　加古川市加古川町木村２２－６
◆電　話
　０７９－４２２－７４２５
◆ホームページ
　https://website-since2016.
　 wixsite.com/sorari
◆表紙写真
①思い出をアートに（写真左が和田さん）
②生まれて初めてカットした髪を画に。
　ファーストカットアート
③お子様連れでもどうぞ。一緒に楽し
　めます
④手形・足形でかわいらしく
⑤耳の部分は実はペットの毛を使用し
　ています
⑥ペットの足形もかわいくアートに
⑦粉状のパステルを指でクルクル

わだ　       かよこ

ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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「今月の“こんな日”」

加古川市国道２号等整備促進協議会
異業種交流会・環境保全研究会・女性会・青年部

職員採用募集要項　他

「無くてはならない病院として」
　兵庫県立加古川医療センター
　　院長　田中　宏和  さん

「将棋の魅力を伝える為に」
　㈱ＷＡＫＡ
　　代表取締役　冲中　尚平  さん

中小企業BCPの策定とその支援
～緊急時、あなたの会社は生き残れるか～

もくじ

特集

クローズアップ

エッセイ

会議所のうごき

団体だより

会議所からのお知らせ

会議所カレンダー

プロが教える
ちょこっとアドバイス

未来の職業を考える高校生のための
　「企業見学会」を実施！ 他

～読書編～
　㈱紀伊國屋書店　加古川店　宮崎 店長
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Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｃ

ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

と
は
、
企
業
等
が
緊
急
事
態
（
自
然
災

害
・
大
火
災
・
感
染
症
…
）
に
遭
遇
し

た
場
合
に
お
い
て
、
事
業
資
産
の
損
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、
中
核
と
な

る
事
業
の
継
続
あ
る
い
は
早
期
復
旧
を

可
能
と
す
る
た
め
、
平
時
に
行
う
べ
き

活
動
や
、
当
該
緊
急
非
常
時
に
お
け
る

事
業
継
続
の
た
め
の
方
法
、
手
段
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め
、
そ
れ
を
文

書
化
し
た
も
の
で
す
。

　
企
業
が
被
災
し
、
復
旧
が
遅
れ
、
事

業
継
続
が
で
き
な
く
な
る
と

①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断

②
働
く
場
の
喪
失

③
事
業
の
廃
止
、
倒
産

と
い
っ
た
事
態
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
が
甚
大
で
あ
れ
ば
、
産

業
業
績
そ
の
も
の
が
喪
失
し
た
り
、
地

域
の
雇
用
や
経
済
に
大
き
な
影
響
が
出

る
こ
と
と
な
り
、
被
災
地
以
外
に
影
響

が
波
及
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・
運
用
は
、
日
々
の

経
営
の
中
で
取
り
組
む
経
営
管
理
・
改

善
の
見
え
る
化
で
、
経
営
の
一
環
で
す
。

緊
急
時
の
対
応
力
向
上
に
加
え
、
自
社

の
経
営
実
態
の
把
握
や
経
営
管
理
の
再

確
認
に
繋
が
る
も
の
で
す
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
の
は
何
の
た
め

で
し
ょ
う
か
？
人
命
や
雇
用
、
顧
客
か

ら
の
信
頼
を
守
る
た
め
な
ど
、
様
々
な

理
由
が
あ
り
、
経
営
方
針
の
延
長
に
位

置
す
る
基
本
方
針
の
立
案
か
ら
始
め
ま

す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
事
業
を
継
続
さ
せ

る
た
め
、
自
社
の
売
上
や
顧
客
に
影
響

が
大
き
い
も
の
は
何
か
？
を
考
え
、
限

ら
れ
た
人
員
、
資
機
材
で
優
先
的
に
製

造
・
販
売
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
を

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
ま
す
。

①
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン　
停
電
、
水
道
・
ガ

　
ス
の
停
止

②
道
路　
通
行
規
制
、
渋
滞
の
発
生

③
情
報
通
信　
回
線
の
混
乱
に
よ
り
、

　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が

　
り
に
く
く
な
る
。

④
鉄
道　
運
行
停
止

⑤
人　
▽
設
備
・
什
器
類
の
転
倒
、
建

　
物
の
倒
壊
、
津
波
等
の
発
生
に
よ
る

　
負
傷　
▽
従
業
員
の
出
社
不
能

⑥
物　
▽
工
場
・
店
舗
の
浸
水
・
倒
壊 

　
▽
設
備
・
什
器
の
転
倒　
▽
商
品
・

　
備
品
類
の
落
下
・
破
損　
▽
仕
入
先

　
被
災
に
よ
る
原
材
料
不
足
↓
商
品
の

　
生
産
・
販
売
が
で
き
な
い

⑦
情
報　
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
器
の
破
損

　
に
よ
る
重
要
な
書
類
・
デ
ー
タ
が
復

　
旧
で
き
な
く
な
る

⑧
金　

▽
事
業
停
止
に
よ
る
売
上
減 

　
▽
復
旧
の
た
め
の
資
金
が
必
要

　
緊
急
時
で
も
事
業
継
続
の
た
め
に
必

要
な
経
営
資
源
（
人
、
物
、
情
報
な

ど
）
を
確
保
す
る
た
め
の
事
前
対
策
を

平
常
時
か
ら
検
討
・
実
施
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
自
社

の
強
み
・
弱
み
を
日
頃
か
ら
把
握
し
可

視
化
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

参考資料・出典:中小企業庁：中小企業ＢＣＰ策定運用指針サイト掲載資料
中小機構 事業継続力強化計画ポータルサイト、及び同サイト掲載資料

兵庫県ＨＰ「令和5年度ＢＣＰ（事業継続計画）の策定支援」

ＢＣＰを策定・運用している企業 ＢＣＰを策定していない企業

基
本
方
針
を
立
案
す
る

重
要
商
品
の
検
討

被
害
状
況
の
確
認  

※
大
規
模
地
震
の
場
合

中小企業BCPの策定とその支援
～緊急時、あなたの会社は生き残れるか～

　大地震や集中豪雨などの災害や、新型コロナ、テロなど不測の事態に見舞われた時、あなた
の会社は生き残ることができますか？緊急事態であっても自社のサービス・製品を供給して会
社を存続させることができますか？
　緊急時に普段と同じように判断し、的確な行動をとるためにＢＣＰの策定は非常に重要です。
今月はＢＣＰ策定の基本と、策定支援について特集します。

～緊急時、あなたの会社は生き残れるか～

緊急事態発生時に、支援が到着するまでの従業員の安全や健康を確保するための災害対応計画を
作成していますか？
災害が勤務時間中に起こった場合、勤務時間外に起こった場合、あなたの会社は従業員と連絡を取
り合うことができますか？
緊急時に必要な従業員が出社できない場合に、代行できる従業員を育成していますか？
定期的に避難訓練や初期救急、心肺蘇生法の訓練を実施していますか？
あなたの会社のビルや工場は地震や風水害に耐えることができますか？そして、ビル内や工場内にあ
る設備は地震や風水害から保護されますか?
あなたの会社周辺の地震や風水害の被害に関する危険性を把握していますか？
あなたの会社の設備の流動を管理し、目録を更新していますか？
あなたの会社の工場が操業できなくなる、仕入先からの原材料の納品がストップする等の場合に備
えて、代替で生産や調達する手段を準備していますか？
1週間又は1ヵ月程度、事業を中断した際の損失を把握していますか？
あなたは、災害後に事業を再開させる上で現在の保険の損害補償範囲が適切であるかどうかを決定
するために保険の専門家と相談しましたか？
事前の災害対策や被災時復旧を目的とした融資制度を把握していますか？
1ヵ月分程度の事業運転資金に相当する額のキャッシュフローを確保していますか？
情報のコピーまたはバックアップをとっていますか？
あなたの会社のオフィス以外の場所に情報のコピーまたはバックアップを保管していますか？
主要顧客や各種公共機関の連絡先リストを作成する等、緊急時に情報を発信・収集する手段を準備
していますか？
操業に不可欠なIT機器システムが故障等で使用できない場合の代替方法がありますか？
あなたの会社が自然災害や人的災害に遭遇した場合、会社の事業活動がどうなりそうかを考えたこ
とがありますか？
緊急事態に遭遇した場合、あなたの会社のどの事業を優先的に継続・復旧すべきであり、そのために
は何をすべきか考え、実際に何らかの対策を打っていますか？
社長であるあなたが出張中だったり、負傷したりした場合、代わりの者が指揮をとる体制が整ってい
ますか？
取引先及び同業者等と災害発生時の相互支援について取り決めていますか？

人
的
資
源

物
的
資
源（
モ
ノ
）
物
的
資
源（
金
）
物
的
資
源（
情
報
）

体
制
等

はい いいえ 不明

策
定
に
は
ま
ず
は
身
の
丈
に

合
っ
た
取
り
組
み
か
ら

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
何
か

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
な
ぜ
必
要
か
？

◆一般的な「防災計画」と「ＢＣＰ」の違い

中小企業BCP＝緊急事態への対応力の向上

【判定結果】「はい」の数はいくつでしたか？
16～20個

６～15個

０ ～ ５ 個

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は

特
別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

あなたの会社ではＢＣＰの考え方に則った取組が進んでいるようです。再度ＢＣＰをチェック
し、より強力なものとすることが望まれます。
緊急時に備える意識は高いようですが、まだまだ改善すべき点が多いといえます。実践的なＢ
ＣＰを策定し、平常時から運用を進めることが必要です。
今、緊急事態に遭遇したらあなたの会社の事業は長期間停止し、廃業に追い込まれる恐れが大
です。一からＢＣＰの策定・運用に取り組んでください。早急にできることから始めて下さい。

・ＢＣＰを片手に、
　被害状況の把握、
　復旧の指示、サポ
　ート体制の指示
・情報の収集、発信

↓
経営の安定・向上

・何から手を付けた
　ら良いのか…？
・誰に何を頼めば良
　いのか…？

↓
経営の悪化
顧客の流出

ＢＣＰ取組状況 チェックリスト

防災計画
人的・物的被害の防御、軽減が主眼

ＢＣＰ（事業継続計画）
被災後の事業の継続・早期復旧も視野

緊
急
事
態
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特　集

 
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
経
営
者
自
ら
が
策
定
す
る

も
の
で
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
経
営
管
理
の
延

長
上
に
あ
る
と
も
い
え
、
経
営
状
況
に

応
じ
て
見
直
し
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成
し
た

後
、
継
続
的
な
見
直
し
に
よ
る
改
善
で
、

よ
り
効
果
的
な
事
業
継
続
計
画
を
策
定

で
き
ま
す
。

 

最
初
か
ら
完
璧
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
目
指
さ

ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
見
合
っ
た

「
使
え
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
と
す
る
こ
と
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　ＢＣＰの策定等に取り組まれる兵庫県内の企業・事業所を対象に、下記３つのコース
からなるＢＣＰ／ＢＣＭ（事業継続マネジメント）支援プログラムを実施しています。
どのコースを受講するか迷われる場合は、通常型コースのＢＣＰ／ＢＣＭ支援セミナー
から受講をおすすめします。

 事業継続力強化計画とは「簡易版ＢＣＰ」とも呼ばれ、中小企業が自社の災害リスクを認識し、防
災・減災対策の取り組みを開始するために必要な項目を盛り込んだものです。この計画を国として認定
する制度があり、認定を受けると防災・減災設備に対する税制優遇、金融支援、補助金の優先採択等を
受けることができます。
どのような項目を記載？
●ハザードマップ等を活用した想定される自然災害等のリスク
●安否確認や避難の実施方法など、災害発生時の初動対応の手順
●人員確保、建物・設備の保護、資金繰り対策、情報保護に向けた具体的な事前対策
●訓練の実施や計画の見直しなど、事業継続力強化の実行性を確保するための取組み 等
ＢＣＰには無い利点がある
●作成方法や記入項目がフォーマット化されている
●国から認定を受けて補助金の優先採択などのメリットがある
計画策定をイチから無料支援
　専門家を派遣してそれぞれの企業の状況に応じた計画書の作成支援をマンツーマンでサポートします。
１回１～２時間×２回の打ち合わせで申請書を完成させます。支援方法はＷＥＢシステムまたは対面の
いずれかを選択。
認定利用後に受けられる公的支援策は？
●金融支援
　日本政策公庫の低利融資、信用保証枠の追加など、計画の取組に関する資金調達支援
●税制優遇
　認定計画に従って取得した対象設備について、取得価格の20％の特別償却を適用
●優先採択
　計画認定を受けた事業者は、ものづくり補助金等の審査の際に加点
●連携を頂ける企業や地方自治体等からの支援
　地方自治体からの補助金、損害保険料等の割引が受けられる場合も
●社会的信用
　中小企業ＨＰでの認定を受けた企業の公表
●ブランド力向上
　認定企業に活用いただける認定ロゴマーク

　事業継続力強化計画は策定することにより、災害発生時（有事）において被害を最小化できるという
直接的なメリットに加え、平時においても重要業務の見直しやレイアウト・動線の見直しなどにより生
産性が改善されたり、取引先からの信頼性が向上するなど、多くのメリットがあります。まずは、ＢＣ
Ｐに比べて取り組みやすい事業継続力強化計画から、はじめの一歩を踏み出してみてください。

半日型コース
　ＢＣＰのコア要素を半日で策定するコース。小規模企業者の方々が取り掛かりやすい内容です。
！！このような方にオススメ！！
●小規模企業者の方　　　　　　　　　　　　●ＢＣＰの策定にハードルの高さを感じている
●どこから手を付けたらよいかわからない　　●事業継続力強化計画の認定を目指そうと考えている

兵庫県ではＢＣＰの策定支援を行っています

策
定
過
程
が
重
要
で
す

通常型コース
　段階的にＢＣＰ／ＢＣＭの理解・策定と実践を深めるコース。自社の理解進捗状況に応じて講座を個
別に受講することも可能

ＢＣＰの目的や必要性、マネジメントとしての運用について解説
・防災と事業継続の違い、ＢＣＰ策定のポイント、発動事例等
　を紹介
策定に必要な文書、ひな形データ等を提供し解説
・事業影響度分析等を通じた実践的なＢＣＰ策定手法につい
　て解説
状況付与型の机上演習で仮想発災時を体験し、自社における
ＢＣＭの取り組みに繋げる
・ＢＣＰの社内浸透など効果的なマネジメント（ＢＣＭ）や、国
　際標準規格ISO22301認証等を解説

●新たにＢＣＰを策定したい

●策定済みのＢＣＰを見直したい
●社内へのＢＣＰ／ＢＣＭの浸透
　を図りたい
●社外へのＢＣＰ／ＢＣＭの取り
　組みをＰＲしたい

土日宿泊型コース
　通常型コースの内容を１泊２日で集中的に実践するコース。
！！このような方にオススメ！！
●通常型コースを受講したいが、平日は忙しいため受講できない
●集中的にスキル・ノウハウを取得したい　　●他の会社・事業者の方との交流の場を持ちたい
兵庫県広域防災センターの研修宿泊施設を活用して実施。先進的に取り組む経営者等を交えた交流会、
防災体験講座など、通常型コースにはない発展的内容等も予定。（宿泊費3,000円＋食料費別途必要）

ＢＣＰ／ＢＣＭ
支援セミナー

ＢＣＰ策定講座

ＢＣＰ／ＢＣＭ実践講座

「事業継続力強化計画」認定制度

内　容 詳　細 このような方におすすめ

B
C
P
策
定・運
用
の
サ
イ
ク
ル

（
継
続
的
な
改
善
の
た
め
に
）

中小機構・事業継続力強化計画ポータルサイト
https://kyoujinnka.smrj.go.jp

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk41/bcp.html

BCP

①
事業を理解する

②
BCPの準備、
 事前対策を
   検討する

⑤
 BCPのテスト、
維う持・更新を行う

④
BCP文化を
 定着させる

③
  BCPを
策定する
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　東播磨の急性期総合病院として地域の医療
を支えている兵庫県立加古川医療センター。
田中宏和院長に当センターの概要や、新型コ
ロナ対応状況などについてお聞きしました。
　　　

東
播
磨
医
療
圏
を
担
う
急
性
期
総
合
病
院

　

昭
和
11
年
に
兵
庫
県
立
加
古
川
懐
仁
病
院

と
し
て
開
設
、
平
成
21
年
に
神
野
町
に
移
転

し
兵
庫
県
立
加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
と
改
称

し
た
当
セ
ン
タ
ー
は
25
科
3
5
3
床
を
有
す

る
加
古
川
市
・
明
石
市
・
高
砂
市
・
加
古
郡

の
人
口
約
72
万
人
の
東
播
磨
医
療
圏
を
担
う

急
性
期
総
合
病
院
で
す
。

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
東
・
北

播
磨
圏
域
で
高
度
処
置
が
必
要
な
重
篤
患
者

を
受
け
入
れ
る
３
次
救
急
医
療
を
提
供
し
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
基
地
病
院
と
し
て
年
間

5
0
0
件
以
上
の
救
急
患
者
の
搬
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
多
発
外
傷
・
重
病
の
熱
傷

患
者
へ
の
対
応
は
、
こ
の
医
療
圏
で
は
当
セ

ン
タ
ー
の
み
対
応
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
災
害
拠
点
病
院
と
し

て
救
急
医
療
に
携
わ
る
よ
う
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
は
　

　

当
セ
ン
タ
ー
は
県
の
政
策
医
療
の
一
つ
と

し
て
、
１
類
お
よ
び
２
類
感
染
症
に
対
す
る

医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
対
応
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
最
初
の
頃
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
程
度
か
な
と
高
を
括
っ
て

い
ま
し
た
が
、
感
染
者
の
急
増
と
著
名
人
が

亡
く
な
る
な
ど
の
報
道
も
あ
り
、
こ
れ
は
た

だ
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
雰
囲
気
の
な
か
、

兵
庫
県
か
ら
コ
ロ
ナ
拠
点
病
院
と
し
て
の
要

請
を
受
け
、
院
内
で
の
緊
張
が
高
ま
り
ま
し

た
。

　

重
症
者
が
亡
く
な
っ
て
い
く
の
を
見
て
、

恐
怖
と
戦
い
な
が
ら
治
療
を
続
け
る
ス
タ
ッ

フ
は
、
当
初
言
わ
れ
も
な
い
差
別
を
受
け
な

が
ら
も
、
誰
一
人
、
弱
音
を
吐
く
こ
と
な
く

医
療
を
提
供
し
続
け
ま
し
た
。
本
当
に
誇
り

に
思
い
ま
す
。

　

搬
送
さ
れ
て
く
る
コ
ロ
ナ
患
者
の
多
く
は

介
護
度
の
高
い
高
齢
者
が
多
く
、
感
染
防
護

を
し
な
が
ら
食
事
・
排
泄
な
ど
も
含
め
多
く

の
看
護
力
を
必
要
と
し
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
以

外
の
患
者
に
十
分
な
対
応
が
で
き
な
く
な
り

一
般
病
棟
を
閉
め
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
以
外
の
３
次
救
急
も
こ
と
わ
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
こ
と
は
痛
恨
の
極

み
で
、
コ
ロ
ナ
が
な
け
れ
ば
助
か
っ
た
命
も

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
５
月
か
ら
５
類

感
染
症
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
近
の
感
染
者

数
の
増
加
を
見
る
と
今
後
も
対
応
に
追
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

〝
求
め
ら
れ
る
医
療
〞
の
提
供
を
　

　

当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
25
年
に
手
術
支
援
用

ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
を
い
ち
早
く
導

入
し
、
こ
れ
ま
で
に
８
４
７
件
と
県
下
屈
指

の
多
く
の
手
術
を
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
は
国
産
ロ
ボ
ッ
ト
「
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｔ
ｏ

ｒ
ｉ
」
を
導
入
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
へ
の

高
度
な
医
療
の
提
供
が
期
待
で
き
ま
す
が
、

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
病
院
の
統
合
再
編
成
な
ど
で
、
地
域
の

医
療
を
支
え
て
き
た
急
性
期
病
院
の
多
く
が

消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

の
医
療
は
県
民
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の

で
、
３
次
救
急
を
は
じ
め
感
染
症
や
大
規
模

災
害
な
ど
我
々
が
担
う
医
療
提
供
は
無
く
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
〝
や
り
た
い
医
療
〞
よ
り
、

今
後
は
急
性
期
・
慢
性
期
に
か
か
わ
ら
ず
地

域
の
皆
様
か
ら
〝
求
め
ら
れ
る
医
療
〞
を
提

供
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る

病
院
で
あ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

無
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
と
し
て

無
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
と
し
て

兵庫県立加古川医療センター

院長　田中　宏和  さん
たなか ひろかず

か
い
じ
ん
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エッセイ

　
㈱
W
A
K
A
冲
中
尚
平
で
す
。

東
加
古
川
で
飲
食
店
「
お
好
み
居

酒
屋
ま
ご
み
」
姫
路
総
社
で
将
棋

文
化
普
及
「
プ
ロ
棋
士
神
吉
七
段

の
大
逆
転
将
棋
俱
楽
部
」
神
戸

u
m
i
e
で
子
供
服
販
売

「
B
e
B
e
　
P
e
t
i
t
s 

P
o
i
s 

V
e
r
t
」
と
全
く

異
な
る
事
業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

此
度
は
そ
の
中
で
も
「
将
棋
文
化

普
及
」
事
業
へ
の
想
い
を
書
き
ま

す
。

　
現
在
、
将
棋
教
室
・
道
場
を
運

営
し
て
い
ま
す
が
そ
の
中
で
培
わ

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
将
棋

の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
「
ス
マ
イ

ル
将
棋
®
」
と
い
う
商
品
も
開
発
・
販
売
し

て
い
ま
す
。
将
棋
を
教
育
の
一
環
と
し
て
捉

え
学
習
塾
や
学
童
向
け
に
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し

た
も
の
で
「
楽
し
ん
で
学
ん
で
強
く
な
る
」

が
テ
ー
マ
で
す
。
リ
リ
ー
ス
か
ら
1
年
ほ
ど

が
過
ぎ
全
国
で
60
を
超
え
る
教
室
に
導
入
頂

き
沢
山
の
子
供
達
が
ス
マ
イ
ル
将
棋
®
を
使

用
し
て
将
棋
を
学
ん
で
い
ま
す
。

 

将
棋
は
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
り
伝
統
競

技
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
5
0
0
年

以
上
と
言
わ
れ
て
お
り
、
か
の
有
名
な
織
田

信
長
も
愛
好
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
プ

ロ
棋
士
藤
井
聡
太
先
生
の
活
躍
で
よ
り
馴
染

み
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

私
が
感
じ
る
将
棋
の
魅
力
。
た
っ
た
81
マ

ス
し
か
な
い
盤
の
上
で
天
文
学
的
な
数
の
局

面
が
あ
り
そ
れ
は
ま
さ
に
小
宇
宙
の
中
で
の

戦
い
の
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
全
て
の
手
を
読
み

切
る
訳
で
は
な
い
で
す
が
自
分
と
相
手
の
考

え
う
る
全
て
の
手
を
考
え
、
選
択
し
、
実
行

す
る
。
そ
れ
を
1
手
1
手
に
す
る
訳
で
す
。

終
盤
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
鼓
動
は
高
ま
り
勝

て
れ
ば
と
ん
で
も
な
く
嬉
し
い
が
負
け
れ
ば

と
ん
で
も
な
く
悔
し
い
。
将
棋
に
は
ま
ぐ
れ

は
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
そ
の
通
り
で
勝
っ

て
も
負
け
て
も
全
責
任
は
自
分
に
あ
り
ま
す
。

負
け
た
時
は
そ
の
責
任
を
負
っ
て
「
負
け
ま

し
た
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
勝

ち
も
負
け
も
自
分
で
認
め
、
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
最
大
の

魅
力
で
す
。

　
こ
れ
を
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
時
に

将
棋
に
は
今
の
子
供
達
に
必
要
な
モ
ノ
が
沢

山
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
現

代
の
子
供
達
は
良
く
も
悪
く
も
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
み
す
ぎ
て
す
ぐ
に
答
え
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
検
索
窓
に
そ
の
文
言
を

打
ち
込
む
だ
け
で
膨
大
な
情
報
と
答
え
が
簡

単
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
﹇
問
題
が
あ
る
↓
ど

う
す
る
か
考
え
る
↓
解
決
策
を
生
む
﹈
と
い

う
流
れ
の
過
程
で
「
ど
う
す
る
か
考
え
る
」

が
抜
け
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
だ
か
ら
思
考

力
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
思
考
力
、
考
え

る
力
は
ど
ん
な
場
面
で
も
必
要
で
す
。
学
校

生
活
だ
け
で
な
く
家
庭
で
も
、
社
会
に
出
て

か
ら
も
。
こ
の
思
考
力
を
鍛
え
る
の
に
将
棋

ほ
ど
う
っ
て
つ
け
な
モ
ノ
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
将
棋
は
考
え
な
い
と
勝
て
ま
せ
ん

し
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
将
棋
を
す
る
と
自

然
と
思
考
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
付

随
し
て
集
中
力
や
精
神
力
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

現
代
の
子
供
達
に
と
っ
て
こ
う
い
っ
た
力
の

重
要
性
は
非
常
に
高
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

将
棋
に
は
子
供
達
に
必
要
な
力
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
知
っ
た
か
ら
こ
そ
、

「
伝
え
る
・
教
え
る
」
の
は
私
の
使
命
で
す
。

ス
マ
イ
ル
将
棋
®
を
も
っ
と
沢
山
の
場
所
に

広
げ
、
そ
れ
を
通
じ
て
将
棋
を
学
ぶ
子
供
が

増
え
、
そ
の
子
供
達
の
成
長
の
一
助
に
な
れ

た
な
ら
そ
ん
な
に
も
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

 

楽
し
ん
で
学
ん
で
成
長
し
て
将
棋
っ
て
最

高
！
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
ま
す
！

「将棋の魅力を伝える為に」

住 所

T E L
営業内容

：

：
：

加古川市平岡町新在家２丁目２７０‐１１
ラ・ブローテ東加古川２Ｆ
０７９‐４９０‐５５２８
飲食業

冲中　尚平㈱ＷＡＫＡ　代表取締役
おきなか しょうへい
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２社に密着！

未来の職業を考える高校生のための

　　「企業見学会」を実施！
未来の職業を考える高校生のための

　　「企業見学会」を実施！
　高校生を対象に、加古川市域の地元企業を知ってもらうとともに職業観の育成、将来の進路選択・就職活
動に役立てていただくことを目的として、２０１１年から毎年「企業見学会」事業を実施しています。
　12回目となる今年は、８月１日から８月７日の日程で多種多様な企業を含む10コース20社を設定しまし
た。延べ34名の高校生が参加し、企業の現場を見学し将来の就職活動時の選択肢を広げる体験をしました。
今回は巴製缶㈱と日本精化㈱に密着しました。

巴製缶㈱
　初めに工場の見学をし、板を曲げる・切断する機
械、溶接をする機械の説明をうけた後、事務所に
て会社概要の説明、ものづくりのおもしろさについ
て話がありました。また、製造業や溶接の業務は
男性のイメージが強いと思うが、当社で女性が活
躍していたこともあると話がありました。佐藤社長
は「同じ図面の製品を作ることはほとんどないの
で、いろいろなものを作るのが好きな人に向いてい
る」と述べ、参加者からは「学校で勉強している数
学が、社会にでて製図など
の時に必要ということが知
れて、学校では教わらない
“なぜ”を知ることができて
よかった」との声が聞かれ
ました。

日本精化㈱
　会社概要の説明後、研究開発、品質管理・品
質保証、製造プラントの見学をし、社員の方々
の入社を決めたきっかけ、仕事のやりがいにつ
いて「新商品開発など、やったことがないこと
に挑戦することが出来ること」等と事前質問に
も回答していただきました。
　参加者からは「普段なら絶対入ることができ
ない研究室や製造現場を見学させてもらい、貴
重な経験になった。化粧品の原料に興味があり
参加しましたが、数え
きれない種類の原料が
あり、身近な商品に使
われていることが知れ
ておもしろかった」と
の声が聞かれました。
　

国内で唯一「ラノリン」を
生産していると学ぶ　　　

工場で機械の説明を
熱心に聞く参加者　

11

実例の紹介も交えながらの講演

有名コメンテーターの中野氏による講演

コース 見学先 【企業名】

《見学コース・企業》 10コース・20社（募集時）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

I

J

オークラ輸送機㈱［各種物流機器製造］
滝川工業㈱［製造業］

丸大青果㈱［青果物卸売業］
㈱大浦ミート［食肉卸・小売業］

巴製缶㈱［一般機械器具製造、その他工事業］
日本精化㈱高砂事業所［化学原料メーカー]

日本毛織㈱（ニッケ）印南工場［製造業］
アイザワ証券㈱［金融・証券会社］

㈱ファインシステム［ＩＴ業］
ＤＣＴ税理士法人［公認会計士・税理士事務所］

ハリマ化成㈱加古川製造所［化学品製造］
ホワイト急便東播磨本部㈲ＡＣＥ［クリーニング業］

㈱マルアイ［総合食品スーパー］
社会福祉法人福竹会 鹿児の郷［老人福祉・介護事業］

㈱ＨＥＲ［理化学分析業］
㈱コスモライフ［飲料水・ウォーターサーバー製造］

㈱ＡＬＣ 介護相談室あえる［老人福祉・介護事業］
ニシカワ食品㈱［製造業］

㈱コベルコＥ＆Ｍ機電事業部［その他設備工事業］
前川建設㈱［総合建設業］

※１コース２社は参加希望者なし、見学取りやめとなった。

生地生産工程を
見本から学ぶ　

お世話になった企業の皆様、
ありがとうございました！

会
議
所
の

会
議
所
の

　

８
月
４
日
、
神
戸
学
院
大
学
現
代
社

会
学
部
教
授
の
中
野
雅
至
氏
を
講
師
に

「
働
き
方
改
革
に
企
業
は
ど
う
向
き
合

う
の
か
」
と
題
し
た
時
事
文
化
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
野
氏
は
、

今
年
の
日
本
経

済
の
行
方
、
コ

ロ
ナ
禍
で
変
化

し
た
経
済
状
況
、

鍵
を
握
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
、
期

待
で
き
る
製
造

業
と
設
備
投
資
、

日
本
経
済
の
課
題
（
生
産
性
の
向
上
・

人
手
不
足
）
、
若
者
の
労
働
観
に
つ
い

て
解
説
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
日
本
経
済
は
、
労
働
生
産
性

が
海
外
と
比
べ
る
と
低
い
点
や
、
少
子

高
齢
化
が
進
み
人
口
減
少
が
大
き
な
問

題
で
、
人
手
不
足
が
鮮
明
に
な
っ
て
い

る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
人
口

の
該
当
者
も
育
児
と
介
護
の
両
立
、
奨

学
金
の
返
済
を
抱
え
る
若
者
た
ち
が
多

く
、
企
業
は
様
々
な
工
夫
が
求
め
ら
れ

る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
62
名

　

日
本
が
抱
え
る
問
題
点
を
分
析

ー
時
事
文
化
講
演
会
を
開
催
ー

　

８
月
８
日
、
（同）
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ 

ｃ
ｏ
代

表
で
集
客
戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
藤

田
泰
仁
氏
を
講
師
に
、
中
小
企
業
の
デ

ジ
タ
ル
化
セ
ミ
ナ
ー
〜
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
の
求
人
の
コ
ツ
〜
と

題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
中

小
企
業
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
化

の
必
要
性
並
び

に
導
入
に
お
け

る
Ｉ
Ｔ
導
入
補

助
金
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
求
人
や
集
客
の
際
、
目
的
や

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
に
有
効
な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ツ

ー
ル
は
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
理
解
す
る
こ
と
で
効
果
的
な
情
報

発
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
各
Ｗ

Ｅ
Ｂ
ツ
ー
ル
に
共
通
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
（
更
新
）
は
必
要
で
、
お
客
様
か
ら

の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
応
え
な
け
れ
ば
い
い

加
減
な
店
と
い
う
印
象
を
与
え
て
し
ま

う
。
ま
ず
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
き
る
範

囲
で
の
展
開
を
推
奨
す
る
な
ど
盛
り
沢

山
の
内
容
で
し
た
。

贈答品用果物を自分で
箱詰め体験

デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
を
説
く

ー
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
ー

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

８
月
７
日
、加
古
川
市
国
道
２
号
等

整
備
促
進
協
議
会
の
令
和
５
年
度
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
選
任
に
つ
い
て
は
、加
古
川
市

町
内
会
連
合
会
会
長
の
岡
本
立
身
氏

が
推
薦
さ
れ
、満
場
一
致
で
新
会
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
、令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、経
済
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
須
田
慎
一
郎
氏
を
講
師
に「
日

本
経
済
の
本
当
の
姿
」〜
い
ま
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
、こ
れ
か
ら
起
き
る
こ
と
〜
と

題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
、バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
失
わ
れ
た
三
十
年
の
景
気
動
向

に
触
れ
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
に
つ
い

て
等
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
後
は
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を

求
め
ら
れ
る
時
代
が
到
来
し
、道
路
整

備
や
地
域
住
民
が
満
足
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
等
、一
層
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
施
す
る
事
で
、人
口
増
加
に
寄
与
す

る
と
締
め
く
く
り
、参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
39
名

　

道
路
整
備
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

ー
通
常
総
会
・
講
演
会
を
開
催
ー

 

加
古
川
市
国
道
２
号
等
整
備
促
進
協
議
会
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◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

ゴミの捨て方などについて力説

チームに分かれてゲームを実施

　

７
月
11
日
、
７
月
度
定
例
会
と
し
て

会
員
企
業
見
学
会
が
実
施
さ
れ
、
㈱
マ

ル
ア
イ
の
本
社
と
物
流
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

当
会
西
村
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
㈱

マ
ル
ア
イ
の
井
上
総
務
部
長
、
営
業
部

山
口
氏
よ
り
会
社
の
概
要
、
物
流
課
仲

村
氏
よ
り
物
流
セ
ン
タ
ー
の
概
要
の
説

明
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

物
流
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、入
荷
・
検

品
・
保
管
・
仕
分
け
・
各
店
舗
へ
配
送
と

い
う
出
荷
ま
で
の
流
れ
に
沿
っ
て
主
に

２
・３
階
の
常
温
エ
リ
ア
の
内
部
を
見
学

し
ま
し
た
。
最
新
鋭
の
物
流
設
備
機
器

を
導
入
し
、
入
荷
か
ら
出
荷
ま
で
一
元

管
理
を
実
現
し
た
倉
庫
は
広
大
な
面
積

を
有
し
て
お
り
、
見
応
え
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
会
議
室
へ
戻
り
、
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。　

参
加
者
は
12
名

　
　

　

７
月
26
日
、
７
月
例
会
「
持
続
可
能

な
未
来
へ
〜
青
年
経
済
人
と
し
て
、
今

出
来
る
こ
と
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゲ
ー
ム

公
認
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
で
あ
る
大
東
正

明
氏
を
招
き
、
環

境
・
経
済
・
社
会
の

観
点
を
踏
ま
え
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
２
０
３

０
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。
頭
で
考
え
る
だ
け
で

な
く
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
体
感
す
る
こ

と
で
、
よ
り
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。
ま

た
「
自
社
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
生

ま
れ
る
の
か
、
ど
う
活
か
す
こ
と
が
出

来
る
か
」
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く

と
共
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
最
後
に
得
た
気
づ
き
を
書
き

止
め
、
後
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
共

有
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
を
支

え
る
青
年
経
済
人
と
し
て
成
長
し
、
自

社
企
業
を
持
続
可
能
な
未
来
へ
と
繋
げ

る
き
っ
か
け
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

（
研
修
委
員
会
委
員
長 

山
本
裕
一
）

　
　

㈱
マ
ル
ア
イ
を
視
察

ー
会
員
企
業
見
学
会
を
開
催
ー

　
異
業
種
交
流
会

　

７
月
21
日
、
お
笑
い
芸
人
マ
シ
ン
ガ

ン
ズ
の
滝
沢
秀
一
氏
を
講
師
に
、
マ
シ

ン
ガ
ン
ズ
滝
沢
と
考
え
る
ゴ
ミ
問
題
〜

清
掃
員
か
ら
見
た
景
色
〜
と
題
し
た
環

境
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

滝
沢
氏
は
、

清
掃
員
と
し

て
の
経
験
か

ら
「
住
宅
街

に
よ
っ
て
出

る
ゴ
ミ
や
出

し
方
が
異
な

り
、
一
人
が

ゴ
ミ
の
集
積

所
を
雑
に
扱

う
と
、
他
の
人
も
雑
に
ゴ
ミ
出
し
を
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
取
り
組
み

と
し
て
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
そ
こ
に
も
う
１
つ
の
Ｒ
（
リ
ス
ペ

ク
ト
）
を
加
え
て
、
実
践
し
て
も
ら
い

た
い
と
協
力
を
仰
ぎ
、
講
演
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。　

参
加
者
は
１
０
０
名

　

ゴ
ミ
を
少
し
で
も
減
ら
す
努
力
を
！

ー
環
境
講
演
会
を
開
催
ー

　
環
境
保
全
研
究
会

物流センター内の見学

  

女
　
性
　
会

中華料理を堪能しながら時間を忘れ歓談

　

７
月
25
日
、
恒
例
の
納
涼
懇
親
会
を

中
国
飯
店
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

善
積
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ

ー
ト
、
夏
の
暑
さ
も
吹
き
飛
ば
す
よ
う

な
食
欲
を
そ
そ
る
良
い
香
り
の
料
理
ば

か
り
で
、
食
事
が
大
変
進
み
ま
し
た
。

　

２
名
の
新
入
会
員
を
は
じ
め
、
大
勢

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
新
入
会
員
の

自
己
紹
介
や
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
、

夏
休
み
の
子
ど
も
の
話
題
な
ど
に
花
が

咲
き
、
お
い
し
い
料
理
と
と
も
に
会
話

も
弾
み
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　

普
段
あ
ま

り
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
事

の
な
い
メ
ン

バ
ー
と
も
親

睦
が
深
ま
り
、

と
て
も
楽
し

く
笑
顔
の
絶

え
な
い
納
涼

懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
18
名

　
　
　
　

（
副
会
長 
福
岡 
ひ
ろ
み
）

　

  

青
　
年
　
部

暑
さ
も
忘
れ
、近
況
報
告
に
夢
中

ー
納
涼
懇
親
会
を
開
催
ー

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ

ー
７
月
例
会
を
開
催
ー



会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　
当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日
　
時
　
９
月
22
日
㈮
10
時
〜

●
場
　
所
　
加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
管
理
課

　
TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
当
広
報
誌
を
封
入
し
て
い
る
袋
の
宛

名
ラ
ベ
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

現
在
、
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
会
員

情
報
（
事
業
所
名
・
代
表
者
名
等
）
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
登
録
情
報
の
変
更
、
ま
た
、
電
話
番

号
等
、
登
録
情
報
の
ご
確
認
に
つ
い
て

は
当
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
　
会
員
課

　
TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
印
刷
物
入
札

会
員
情
報
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

職員採用募集要項

①〔書類選考〕
②〔筆記試験・第１次面接試験〕
　ア．日　　時　　令和５年11月頃
　イ．試験会場　　加古川商工会議所
　ウ．試験内容　　一般事務適性試験、作文、面接

③〔第２次面接試験〕
　ア．日　　時　　令和５年12月頃
　イ．試験会場　　加古川商工会議所
　ウ．結果発表　　令和５年12月を予定

〔お問い合わせ〕
総務管理課　岩本まで　TEL４２４－３３５５　〒６７５－００６４　加古川市加古川町溝之口８００

○４年制大学を令和６年３月に卒業見込みの者及び卒業後５年以内の者
○普通自動車免許取得者（取得予定可）　○通勤時間１時間以内
正社員（総合職）：加古川市内の中小企業者への経営支援業務全般
　　　　　　　　　（バイタリティーに富む方を望む）
令和６年４月１日付（但し卒業見込みの者は、卒業が採用の条件）
２名程度
日給月給　202,000円（交通費別途支給・賞与あり）　社会保険加入

令和５年９月１日㈮～令和５年10月６日㈮土・日・祝日は除く、９：00～17：00
必要書類を本人が持参、又は郵送（10月６日必着）
加古川商工会議所　総務管理課
〒６７５－００６４　加古川市加古川町溝之口８００　TEL（０７９）４２４－３３５５
ア．履歴書　イ．卒業見込証明書（既卒者は卒業証明書または卒業証書
の写し）　ウ．成績証明書　※応募必要書類は不返却
他詳細は当所ＨＰ（https://kakogawa-cci.or.jp）をご覧ください

応 募 資 格

職 種

採 用 時 期
採用予定人員
採 用

受 付 期 間
受 付 方 法

受 付 場 所

応募必要書類

備 考

〔応募期間・応募方法〕

15

検定種目

日商珠算
（そろばん）

回施行級 試験日 申込期間 受験料
各種検定試験のご案内

１級：2,340円

２級：1,730円

３級：1,530円

１級：7,850円

２級：4,720円

３級：2,850円

［窓　口］９月11日㈪～９月15日㈮まで

［ネット］10月３日㈫～10月19日㈭まで

［窓　口］10月16日㈪～10月20日㈮まで

10月22日㈰

11月19日㈰

229

165

１～３

１～３

申込方法等、くわしくは 加古川商工会議所　振興課（TEL 079－424－3355）まで

日商簿記
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●招き猫の日（29日）
　商売繁盛や千客万来などの願いを込めて飾られ
る招き猫。日本ならではの縁起物として知られる
招き猫は右手を上げていると金運を招き、左手を
上げていると客を招くなどといわれています。日
付は９と２９を「来る福」（くるふく）と読む語
呂合わせから。

　各地で花火大会が開催されてい
ます。夜空に咲く大輪の花がとて
も綺麗ですね！
　加古川まつり花火大会も分散型
ではありますが開催されるような
ので楽しみです。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

●●●●●●●●●●●９月の会議所カレンダー９月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事

1

2
4
8
15

金

土
月
金
金

会員事業所健康診断（総合保健センター、～11日）
広報委員会、 無料 法律相談
かこがわ創業塾2023（～30日）
東播磨二市二町会員大交流会
会員事業所健康診断（しろやま農業研修センター、～14日）
無料 法律相談

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒日本政策金融公庫による「金融相談」はWEBミーティング形式での相談となりますので、事前予約が必要です。（※）
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、９月15日㈮までに予約が必要です。（☆）
《問合わせ・予約連絡先》※印：加古川商工会議所 電話０７９－４２４－３３５５
　　　　　　　　　　　  ☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２

日 曜日 行　　　事
16
19
21
26
〔個別経営相談会〕5・6・12・13・19・20・26・27日

土
火
木
火

異業種 設立35周年記念講演会
無料 金融相談
セミナー「2023年度IT導入補助金と失敗しないDXの基本」
無料 不動産相談

プロが教えるちょこっとアドバイスプロが教えるちょこっとアドバイス

　読書の秋！今回は（株）紀伊國屋書店 加古川店の宮崎店長に電子書籍と紙書籍の違いをお伺いし、さらに経営者の
方々へおすすめ書籍を紹介していただきました。

～ 読 書 編 ～

道をひらく／松下幸之助／ＰＨＰ研究所
　歴代日本売上２位、580万部売り上げたベストセラー。
見開き1ページ読み切りもので、空き時間にさっと読め、
朝の朝礼で読み上げる企業もあるようです。
　右２冊は、全く同じ内容ですが
３年前にレモン柄の表紙デザイン
を販売開始、女性経営者の購入が
増加しました。経営論だけではな
く人生論も学べる１冊です。

苦しかったときの話をしようか／森岡毅／ダイヤモンド社
　経営危機に陥っていたＵＳＪをＶ字回
復させた立役者として有名な、マーケタ
ー森岡毅さんが我が子のために書いたと
言われるキャリア形成についての１冊。
キャリアや生き方を考えるうえで参考に
なると幅広い年代の方に読まれている10
年に1冊の傑作ビジネス書です。

　最近電子書籍の普及が進んでいますが、宮崎店長は紙の書籍であれば、電力を使わないので、いつでもどんな場所でも
本を開けば読めることが紙のいいところで、実際に書店に足を運んでいただくことで、商品の並びからお目当ての本とは
違う出会いを楽しめたり、様々なジャンルが視界に入ったりして本を選ぶワクワク感を楽しめる良さがあると語ります。
売上を左右するといわれている書店員の方々の手作りポップは、お客様が本を手に取る第一歩になるという思いから、書
店員の言葉が届くよう工夫されています。こだわりがつまった売り場もゆっくりお楽しみください。　

お
す
す
め
の
書
籍

キーエンス解剖／西岡杏／日経ＢＰ
　日本を支えてきた製造業の弱体化が指摘される中、なぜ

キーエンスはこれだけの結果を残せるの
か。その神髄は顧客の心をつかむ営業や
商品開発、人材育成の仕組みにある。外
部にほとんど明かされないキーエンスの
正体に日経ビジネス記者が迫った1冊です。
　営業戦略の重要性や実践的な営業マン
の育成法に活用できます。

「空腹」こそ最強のクスリ／青木厚／アスコム
　流行りのオートファジー、16時間断食でダイエット目
的はもちろん、頭が冴える・すっきりする、身体が軽いと

感じる効果があります。ノーベル賞を受
賞したオートファジー研究から生まれた、
医学的に正しい食事術で細胞内の悪いタ
ンパク質や細菌が除去され、全身の細胞
がみるみる修復します。集中力が上がる
という声も聞かれ健康によし、経営によ
しの１冊です。


